




















目的:Reye 症候群では全身のミトコンドリア機能異常をきたし、その急性期には形態学的

にミトコンドリアの変形が、機能的にはミトコンドリア酵素活性の低下が認められている。

従って、ミトコンドリアの形態的異常と機能的異常を同時に親祭できる染色法があれば、

Reye 症候群に限らずミトコンドリア代謝異常症の診断、病因究明に有用であると思われる。 

そこで我々は、ミトコンドリア酵素の光顕的また電顕的観察法を確立する目的で、ラット

肝細胞を用いて固定を中心とした種々の基礎的検討を行った。 


